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６６６６．．．．共同研究共同研究共同研究共同研究のののの成果成果成果成果    
    下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 

申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800 字～1,000 字で，できるだけ分かりやすく 

記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会  

発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 

    

今年度は、申請書に掲げた次の４つのタイプの危険性を考慮し、情報システム運用における危険性

を機械的かつ自動的に抑制する方法を提案した。 

(1) 設計仕様が十分でないことによる危険性 

(2) プログラムそのものにバグが潜んでいることによる危険性 

(3) 運用中のシステムを拡張することに伴う危険性 

(4) 運用中の不適切な操作による危険性 

 
複雑かつ高度で柔軟な情報システムはさまざまな種類のソースコードを繋ぎ合わせて作られてい

る。たとえば、多くのWebアプリケーションでは、Clientは JavaScript、HTML、CSSなどで記

述され、Server上では PHP、Perl、ASPなどが動作し、DB はMySQL、SQLなどによって管理

されている。これら複数のソースコードが繋ぎ合わされて１つの実システムが構築されている。こ

のようなシステムの危険性を回避（安全性をチェック）することは極めて困難である。これは、複

数のソースコードが繋ぎ合っているという複雑な構造に問題がある。この構築方法論を変更しない

限り問題点は解消できない。 

 

そこで本研究では、次の図に示す “等価変換の枠組み(Equivalent Transformation Framework : 

ETF)” が持つ、並列システムの手続き的な仕様を記述できる表現力と一般性および並列システムを 

可能にする理論体系、という特徴を生かすことで、システムの危険性を抑制する方法論を提案した。 
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（研究成果のつづき） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トップレベルのモデル(Behavior Model)は、非決定的なNルールという単一の仕様記述言語で記述

されている。Nルールは次のような形式で記述される。 

.},{;;},{;},{}{, 2211 nn BsEsBsEsBsEsCsHs ==>•••==>==>  

Nルールは、ヘッドHs, 条件部 Cs, 実行部 Esi, ボディ Bsi で構成され、質問がヘッドにマッチし、

条件を満たしているならば、実行部を実行し、ボディに置き換えることができ、さらに次の実行部

を実行し、次のボディに置き換えることができる。このNルールによって並列性も適切かつ自然に

表現することができる。 

 
ETF によって、Behavior Model から実システムのソースコードの自動生成が可能になる。まず

Behavior Modelから Client、Server、Databaseといった論理部分を識別および分類する(A)。そ

してこれらの論理部分は並列処理に分割される(B)。これら Clientの処理、Serverの処理、Database

の処理は、それぞれプラットフォーム特有の実システムコードに等価に自動で変換される(C)。そし

て変換されたそれぞれの実システムのソースコードは統合され、ソースコードレベルの実システム

が作られる(D)。 

 
ETF では、実システムのソースコードで安全性をチェックするのではなく、Behavior Modelのル

ールの段階で安全性をチェックする。Behavior Modelのルールの段階で安全性が保証できれば、そ

の安全性を確保したまま実システムのソースコードに変換するだけでそのソースコードの安全性を

保証することが可能になる。すなわち、Behavior Modelのルールを正しく適切に書けば、それを変

換するだけで実システムソースコードの安全性の保証に繋がる。この ETFはすべてのWebアプリ

ケーションに適用することができる。 

 

本研究では、Webアプリケーションの中でも複雑かつ高度で柔軟なシステムである、Rich Internet 

Application (RIA)に着目し、並列性も適切かつ自然に表現できる ETF で、RIA ユーザインターフ

ェースおよび銀行現金自動預入支払機のインターフェースが適切にモデリングできることを実証し

た。また銀行現金自動預入支払機のインターフェースでは、AutoSuggestという機能を実現した。

AutoSuggestによる複雑なサーバとのやり取りという並列計算の仕様を記述できたことで、ETFの

記述方法の有効性を検証することができた。 
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